
 

                                                                       

■議会で起きていること 

 ①市議会始まって以来の発言停止（6 月議会） 

次の 4 件は 9 月議会 

 ②松崎市長が答弁拒否 

 ③「週刊ポスト」記事と史上初の折本議員への問責決議 

 ④高洲災害モニュメント建設中止請願・却下 

 ⑤広瀬議員への史上初の懲罰委員会 

2012 年 10 月 20 日作成 

 

 

 

 

 浦安市はようやく復旧が緒についたばかりで、本格復興まで

には道遠く、他の諸問題も山積みしています。しかし、我々としまし

ては最近の議会の異常な事件は議会制民主主義の基本に係わる

と考え、今回の会報は番外編の様子ですが、ほとんど全誌面これ

らの報告に費やすことにしました。 

もちろん、一般質問では皆さんの関心の高い質問もありました。

高齢者問題では中村議員が認知症の問題、芦田議員が高齢者福

祉計画の細則について、元木議員が視覚障がい者支援、折本議

員が高齢者の就労・居住・防犯、次に子ども関連では岡野議員が

いじめ問題と保育園の待機児童、柳議員もいじめ問題、末益議員

は子どもの発達支援と子育て支援、折本議員は子ども支援など

熱心な質問が繰り広げられました。 

 今議会での異常な事件は 6 月議会で議会運営の最高責任者

である議長の史上初の「発言停止」が始まりです。 

この「発言停止」について当会は「公開質問状（※）」で議長の

説明を求めましたが、10 月 5日に「返事がないのが返事である」

との最終回答が議会事務局経由でありました。 

（※）「公開質問状」の内容は当会のブログ「会報№6」をご覧くだ

さい。 ブログアドレス⇒http://urayasusigi.jugem.jp/ 

 そして、9 月議会の異常な事件へと繫がっていくのですが、詳

細は本編の記事をお読みください。 

  

 

 

 

 

 

 

 

①市議会始まって以来の発言停止         

６月議会で広瀬議員の一般質問の半ばで議長は「発言停止」処分 

を言い渡しました。その理由は、千葉県の幹部職員の「浦安市議 

会で取り上げることはおかしい」との発言に基づくものだった。 

当会は、これは議会に対する行政の介入の疑念ありと考え、議 

長に対し公開質問状を提出するとともに、会報で市民の皆さんに 

お知らせした。しかし、議長からの回答はなかった。 

 

 

◆議会の独立性を何より重んじた先輩議員達は、このような行政の 

議会への介入容認を、どう考えるのだろう？ 

②松崎市長が答弁拒否   

 広瀬議員が、発言停止（6月議会）の根拠となった「県職員の発 

言」は、無かったのではないかと改めて質問したところ、松崎市 

長は本来の質問から外れた問題を持ち出して「広瀬議員は間違っ 

た発言をした。訂正しなければ答弁をしません。」と言って、答 

弁を拒否した。市長は議員の持つ一般質問の権利を奪った。 

  

 

◆辻田議長は松崎市長に対して「答弁するように」と注意をしなか 

 ったことは議会軽視ではないのか。 

◆他の議員も、何も言わないのはなぜだろう。市民の皆さんはどう

思われますか？ 浦安市議会は、本当に機能しているのだろうか。

心配です。 

③「週刊ポスト」記事と史上初の折本議員への問責決議 

ＴＶ朝日の報道（８/２０）と「週刊ポスト」の記事（8/31 号）「震災義援 

金が市庁舎改築・花火大会に消えていた」が浦安市の名誉を著しく 

傷つけた、ということで、取材を受けた折本議員と市当局に対して 

全員協議会が開かれた。      

折本議員によれば、「週刊ポスト」の記事はタイトルも含め、大

部分が市側からの取材に基づいて書かれたこと。また、折本議員

自身は花火大会や市庁舎建設に使われたとは言っていないため、

電話で抗議したと答弁した。一方、市当局は記事に誤りがあり、名

誉を傷つけられたと言ったものの「週刊ポスト」に抗議する気はな

いと答弁。全員協議会の後、本会議において折本議員に対する問

責決議案が末益議員から提出され、結果責任を問われて、可決さ

れた。 

｢議会中継」へのアクセスは次の手順でクリックしてください。 

浦安市ホームページ ⇒ 市議会 ⇒ 市議会ホームページ 

⇒ 議会中継 ⇒ 9 月 20 日一般質問 ⇒ 折本議員の VTR  

 

 

 

◆市側の責任は問われずに折本議員のみ責任を問われるのは

理解に苦しむ。 

 

◆一般社会人の常識から見てどうしても

違和感を抱かざるを得ない点があるね。 

それは「何故、浦安市の行政も市議会もポ

スト誌に抗議をしないのかな？」という１ 

 点だ。抗議をしなければ、相手の言い分を認めたことになり、 

浦安市と我々市民の名誉は全国的に傷ついたままではない 

か。 

④高洲災害モニュメント建設中止請願・却下 

 高洲中央公園の液状化で飛び出したマンホ－ル（耐震性災害 

用貯水槽）をモニュメントとして残すことについて、止めて 

欲しい旨の請願が 6月議会に続き再び提出された。今議会に 

は建設中止を求める 1517 名の署名を添えて提出されたが、 

またも否決された。 

市民の皆さん、ご存知ですか 

市議会では異常な事件が続いています 

 

傍聴者のつぶやき 

傍聴者のつぶやき 

賛成（14名）

反対（5名）

 深作・末益・宮坂・長谷川・宝・西川

 西山・岡本・醍醐・岡野・秋葉・田村

 中村・芦田

 元木・美勢・広瀬・水野・柳

問責決議への賛否（敬称略）

※折本議員は退席となった。

http://urayasusigi.jugem.jp/


 

                                                                       

【賛成討論要旨】 

 柳議員：災害対策として市が作った貯水槽が浮き上がったの

であり、これを残すことは自虐的である。 

 折本議員：1517 名の反対がありながら建設することは、地元 

住民の意思を無視することである。 

 広瀬議員：市はモニュメント建設を要望する市民の声は「ゼ 

ロ」と答弁。地域住民の声を尊重して建設を中止 

してほしい。 

請願への反対討論は無かった。 

 
 

 

 ◆一般質問ではモニュメント建設希望者は「ゼロ」との答弁 

  なのに、理解に苦しむ。 

◆我々の親は「他人のイヤがることをするんじゃないよ！」と 

  よく言っていたものだが、否決した議員さんはそれを忘れて 

  しまったのかな？ 

◆絆というキャッチフレ－ズは口先だけのものですか？ 

◆議員さん達は、もし自分の近所にモニュメントが建っても、イ

ヤじゃないのかね？  

◆市民感情に無関心で市民の信頼が得られるのかな？ 

⑤広瀬議員への史上初の懲罰委員会 

 高洲公園の災害モニュメントに関する広瀬議員の一般質問の 

中で不規則発言があったとして、懲罰動議が宝議員他 3 名（深 

 作、中村、醍醐／敬称略）より提出され、懲罰委員会が開催され 

 た。懲罰委員会は浦安市議会史上初めてのことである。 

不規則発言とされたのは、「議会の議決にそんなに拘束されな 

くてもよい。」というものであった。これは「以前、市民病院の件 

で小児外科を残してほしい、との陳情があったにも拘らず、議

会では多数決で否決となった。しかし、最終的に市は小児外科

を残してくれました。この様に議会の議決にあまり拘束されな

くてもいいんです。」という発言の一部を捉えたものである。 

当該議員は議長に対し発言の取り消しと謝罪を申し入れたにも拘らず 

、議長はこれを受け入れず懲罰委員会が開かれることになった。 

本会議最終日に宝議員提出の懲罰動議に水野・折本・柳・元木の各議

員が反対討論をした。 

宝議員は 1人だけ一番重い「除名」を主張していたが、最終的に一

番軽い「戒告」となった。 

（懲罰内容：「戒告」「陳謝」｢出席停止｣「除名」の 4種類） 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

◆委員会では、当該発言以外の事柄にも言及して、もっと重い処分 

 としたい議員もいたが、それって別件逮捕みたいなものかな？ 

◆既に謝っている相手をさらに殴るのは、紳士のすることではな 

いよね。 

 ◆議員の皆さんの冷静な判断を望みたい。 

  

 

 

東西線浦安駅近くの旧オリエンタルランド・バスターミナル跡地 

（4776 ㎡）は、平成 12 年に市が購入し現在は駐車場となっている。 

ここは旧市街地整備事業という特定目的の対象となっている。 

今年 3 月にダイエ－から申し入れがあり、3階建てのス－パ－ 

が建つことになるらしい。議会では、情報公開や説明が不足して 

いるとの指摘があった。ダイエ－とは 20 年契約となるのか、特 

定目的の市有財産なので 10 年解除の暫定契約となるのか、との 

質問があった。 

 

 

 

 ◆今回のような異常な事態には、議会運営にたくみなベテラン議 

員がいなくなったことが影響しているのかもしれない。 

 ◆一般市民の目からは、議員の皆さんが冷静になって感情的 

にならず落着いた対応をして頂き、本来の仕事に復帰され 

るよう期待するばかりである。 

 ◆一般市民は住みよい街づくりのために議場での堂々たる 

議論を繰り広げる議員の姿を期待します。 

 

 

 

このたび私たち「浦安市議会をウォッチングする会」は多 

くの人が議会傍聴しやすいように、次の 2 点について市議会 

に要望書を提出（10/5 提出）し、回答を待っている状況です。 

 

①一般質問の予定スケジュールに各議員の質問開始目安日時 

の明記 

② 議会ホームページ上に傍聴可能な全委員会日程の掲載 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

賛成（6名）

反対（14名）

　折本・柳・水野・広瀬・元木・美勢

　深作・末益・宮坂・西川・宝・長谷川

　岡本・醍醐・西山・岡野・芦田・秋葉

　田村・中村

「高洲災害モニュメント建設計画の中止」請願への賛否

（敬称略）

傍聴者のつぶやき 

醍醐議員の一般質問から 

 

 

 

一般質問や委員会質疑は議員の皆さんの日ごろの

調査や活動の成果が見える場でもあります。 

日程は「浦安市議会のホームページ」をご覧いただ

くか、議会事務局にお問い合わせてください。

（047-351-1111 から議会事務局に取り次いでもらえ

ます。） 

 

◆発行：「浦安市議会ウォッチングの会」 

代表：西島延大 

◆連絡先 ・e-mail：watching@jcom.home.ne.jp 

     ・fax: 047-355-9079 

◆会のブログ：検索は「浦安市議会 傍聴」でＯＫです。 

会報のポスティングにご協力いただける方のご

連絡お待ちしています。 

賛成（14名）

反対（5名）

 深作・末益・宮坂・長谷川・宝・西川

 西山・岡本・醍醐・岡野・秋葉・田村

 中村・芦田

 元木・美勢・折本・水野・柳

広瀬議員に対する懲罰委員会開催への賛否（敬称略）

傍聴者のつぶやき 

傍聴者の声 

市議会への要望 


